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本書は、 DeviceNet接続仕様の下記コントローラー立上げ作業を、より早く・簡単に行うために作られた
資料です。
取扱いの詳細内容に関しては、別途弊社コントローラーの取扱説明書を参照してください。

本書では、DeviceNet仕様のコントローラーPCON/ACON/DCONシリーズに共通した内容について
RCP6シリーズアクチュエーター＋PCON外観図・写真を用いて説明します。
また、ツール操作は、IA-OS、パソコンOS環境はWindows10を用いて説明します。

【本書対応のコントローラー】

PCON-CA/CFA/CB/CGB/CFB/CGFB コントローラー
ACON-CA/CB/CGB コントローラー
DCON-CA/CB/CGB コントローラー

製番シールコントローラー本体

コントローラー本体左側面部分に貼付けられた製番シール“Model” 部分にコントローラー型式が
記載されています。この項目★部の記載内容（I/O種類を表示）が “DV”（DeviceNet仕様）
であるか確認してください。

★
Model PCON-CB-56PWAI-DV-2-0

“DV”（DeviceNet仕様）であるか確認

はじめに

お手元のPCON/ACON/DCONがDeviceNet仕様であることを
確認します。
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必要な機器の確認
以下の機器を用意してください。

● DeviceNet仕様
P/A/DCONコントローラー（型式例：PCON-CA/CFA/CB/CFB） 数量1

※コントローラーに付属

● フィールドネットワーク接続コネクター
数量１

型式：MSTB2.5/5-STF-5.08AU M

● 電源コネクター

数量１
型式：FMC1.5/8-ST-3.5

※コントローラーに付属

● アクチュエーター（型式例：RCP6-**-***） 数量1

● モーターエンコーダーケーブル

数量1
型式例：CB-CAN-MPA***

※アクチュエーターに付属

RCP6-SA6C-WA

● その他周辺機器

● ティーチングボックス

型式：TB-02/03-＊

● パソコン専用ティーチングソフト
IA-OS

どちらか一方

● DC24V電源
数量１

型式：PSＡ-24*

● 通信用コネクター
数量：2（ユニットごと）
型式：0221-2403

型式：
CB-SEL-USB030

型式：RCB-CV-USB

型式：
CB-RCA-SIO050

※ティーチングボックスとIA-OSはどちらか一方が必要
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接続図から探す

パソコン

DC24V電源

簡易アブソリュート用
バッテリー

（AB-7）

停止/非常停止スイッチ

アブソリュートバッテリー
ユニット

（SEP-ABU*）

コントローラー
（PCON）

アクチュエーター

② アクチュエーターの配線

p.8

① コントローラーの配線

p.6

パソコン専用ティーチングソフト
IA-OS

⑤ コントローラーの設定

④ IA-OSの設定

⑧ IA-OSから
（アクチュエーターを）動作させる

p. 12

p. 26

p. 79

③ DeviceNetの配線
p. 9

⑨ PLCから動作させる
p. 93

p. 39

⑥ PLCのDeviceNet設定

パソコン

PLC

p. 74

⑦ DeviceNet通信状態確認

オムロン製PLCソフトウェア
CX-Integrator／Sysmac Studio DeviceNet

マスターユニット



p5

１．コントローラーの配線

２．アクチュエーターの配線

３．DeviceNetの配線

p6

p8

p9

STEP１ 配線する
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１ コントローラーの配線 コントローラー／電源コネクター／電線
用意する物

電源コネクターへの配線方法

10mm

① 各配線径は、次頁
補足を参照ください。

④突起部からドライバーを放します。

② 配線のストリップ長さは
10mmとします。

③ 橙色の突起部に
マイナスドライバーを
押込んだまま端子口へ
電線を奥まで挿入します。

上記は、上記コントローラー前面パネル”SIO”端子に接続した弊社ティーチングツール停止スイッチ
（非常停止スイッチ）や電源コネクター配線★印部に配線した場合の非常停止スイッチによって、
アクチュエーターを停止（非常停止）させる事ができる配線の一例を記しています。
安全カテゴリーなどに対応した非常停止回路を構築する場合には、別途配線・ユニットなどが
必要です。

外部に非常停止スイッチを設ける場合は、青点線枠の箇所にドライ接点（b接）を追加して
ください（DC24V、10mA以下）。S1端子への+24V供給を断つことで非常停止状態となります。

コントローラーに電源を供給するため、電源コネクターの取付けと各端子へ配線をします。
右図と下記接続例を見ながら、 ～ の作業を行います。

電源コネクターの”MPI”端子と”MPO”端子が短絡されていることを確認し、
コネクターをコントローラー本体に挿入します。

電源コネクター”S1”端子と DC 24 V電源の ＋24 V端子を接続します。

電源コネクター”S2” 端子と “EMG-” 端子を接続（短絡）します。

電源コネクター”24V”端子と DC 24 V電源の +24 V端子を接続します。

電源コネクター”0V” 端子と DC 24V電源の 0V端子を接続します。

1

2

3

4

5

1 5

電源コネクターの配線

BK

S1

S2

MPI

MPO

24V

0V

EMG-+24V

+24V

0V

電源コネクター

２

３

4

5

接 続 例

DC24V電源

電源コネクター

接続
1

PCON

※”MPI”と”MPO”端子は
出荷時に短絡済です。
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電源コネクターに配線する電線は下記適合電線を使用します。

電線の線径

信号名 内 容 適合電線 線径

BK
ブレーキリリース電源入力

（DC24V±10% 150mA）
KIV0.5mm2（AWG20）

S1 ティーチングボックス
非常停止押しボタン信号S2

MPI
モーター駆動電源ライン

KIV1.25mm2（AWG16）
MPO

24V 電源入力
（DC24V±10% ）０V

EMG- 非常停止ステータス信号入力 KIV0.5mm2（AWG20）

電源コネクター

コントローラー型式と接続するアクチュエーター型式により、コントローラーの消費電流は異なります。
詳細は“消費電流”で用語検索（PCソフト/ホームページ）してください。

使用する電流量よりも許容電流の大きな電線径を使用してください。
適合電線径よりも細い電線を使用した場合、その許容電流以上の電流を流すと異常発熱します。
その結果、ケーブル被服の溶融や発火などを生じる恐れがあります。
また、適合電線径よりも細い電線を使用たり、配線距離が長い場合、電圧降下によるエラーや、
アクチュエーターの能力低下が発生する可能性があります。
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コントローラー／アクチュエーター／
モーターエンコーダーケーブル

用意する物

アクチュエーターの配線2

アクチュエーター型式とコントローラー型式の確認
アクチュエーターを接続する前に、コントローラーとアクチュエーターの組合わせが一致しているかどうか
必ず確認してください。
接続可能なアクチュエーター型式は、コントローラー左側面の製番シールに記載されています。

アクチュエーター側面

コントローラー製番シール“Actuator”部記載の型式

コントローラー側面

アクチュエーター製番シール内“MODEL”記載の型式

一致

モーター・エンコーダーケーブルの接続
モーターエンコーダーケーブルを使用して、アクチュエーターと接続します。
コネクターは、カチッと音がする部分まで挿込んでください。

コントローラー
（PCON）

“カチッ”と
音がするまで挿込む

接続ケーブル
（型式はアクチュエーターにより異なります）

アクチュエーター
（RCP6-SA6C）

“カチッ”と
音がするまで挿込む

接続例
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DeviceNetの配線３ コントローラー／PLC／DeviceNetケーブル
用意する物

本書ではオムロン機製PLCを上位PLCとして、DeviceNetマスターユニットと接続する場合の例をご紹介します。

PLC と PCON 3台の接続接続イメージ

コントローラー コントローラー コントローラー

アクチュエーター アクチュエーター アクチュエーター

DeviceNet マスターユニット（お客様ご用意）

DeviceNet 専用ケーブル
（お客様ご用意）

PLC
（お客様ご用意）

※ 終端抵抗はお客様で
ご用意ください

終端抵抗
（抵抗値121Ω）




























































































































































































	表紙
	はじめに
	必要な機器の確認
	接続図から探す
	STEP1 配線する
	2 コントローラーの配線
	電源コネクターの配線
	電線の線径

	2 アクチュエーターの配線
	アクチュエーター型式とコントローラー型式の確認
	モーター・エンコーダーケーブルの接続

	3 DeviceNetの配線

	STEP2 初期設定をする
	1 IA-OSの設定
	IA-OSのインストール
	コントローラーとIA-OSの通信接続作業

	2 コントローラーの設定
	IA-OSの接続
	パラメーターの設定

	3 PLCのDeviceNet設定
	EDSファイルのダウンロード
	SysmacStudioからの設定
	プロジェクトデータの転送
	CX-Integratorからの設定
	PLCへ設定を転送する

	4 DeviceNet通信状態確認

	STEP3 動作させる
	1 IA-OSから動作させる
	アクチュエーターの動作確認

	2 PLCから動作させる
	PLCからの指令入力
	原点復帰動作
	ポジション／簡易直値モードでの運転
	ハーフ直値モードでの運転
	フル直値モードでの運転


	奥付

